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中性子の照射エネルギーを適切に設定することにより、同位体元素の中性子分離エネルギーの偶奇性
を利用して、長寿命放射性核種又は中寿命放射性核種を選択的に短寿命放射性核種又は安定核種に
核変換できる。

技術的特長

同位体分離が不要であり、核分裂生成物の中から放射性核種のみを選択的に安定核種に核変換させ
ることができ、また、長寿命放射性核種等から核変換された安定核種を資源として再利用することがで
きる。

発明の効果

放射性廃棄物の処理分野で活用される。

（1）放射性廃棄物処理施設

本特許の活用用途
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【図１】に放射性廃棄物の処理方法の工程表を示す。

分離抽出工程（S11）では、注目する長寿命放射性核種と同じ原子番号（陽子数）Z
を有し、質量数（陽子数＋中性子数）Aの異なる元素の群が抽出される。

偶奇濃縮工程（S12）の一例として、偏光を制御したレーザーを照射して、奇数核
種のみをイオン化させることができる。（必須の工程ではなく、コストを勘案し実施し
ない場合もある）

核変換処理工程（S13）では中性子の照射エネルギーを適切に設定することにより
同位体元素の中性子分離エネルギーの偶奇性に基づき、長寿命放射性核種又は
中寿命放射性核種を選択的に短寿命放射性核種又は安定核種に核変換できる。

核変換処理工程の例として、【図２】（A）に中性子の照射エネルギーに対するセレ
ン同位体(Se)の中性子放出反応断面積を、【図２】（B）に（n，2n）反応によるセレン
同位体(Se)の遷移する核図表を示す。

中性子(n)の照射エネルギーの値は、Se-79の(n,2n)反応断面積が、Se-80の(n,2n)
反応断面積よりも10倍以上大きくなる範囲内に設定することにより、長寿命放射性
核種であるSe-79を選択的に消滅させるとともに安定核種であるSe-80からSe-79
への核変換が抑制される。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．長寿命核分裂生成物(LLFP)を含むグループに対し、高エネルギービームを無考
慮に照射して核変換処理を実施すると、長寿命放射性核種が短寿命放射性核
種又は安定核種に変換されるばかりでなく、逆に短寿命放射性核種又は安定核
種が長寿命放射性核種に核変換してしまうことが懸念される。

２．同位体分離により長寿命放射性核種のみを抽出して核変換処理することも考え
られるが、現状における同位体分離処理の生産性の低さから現実的ではない。

３．同位体分離処理は、実用レベルで適用可能な元素が限られているため、長寿
命核分裂生成物（ＬＬＦＰ）の無害化もしくは有用元素として再利用する用途への
適用に、限界がある。

従来の問題点
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【図１】放射性廃棄物の処理方法の工程表

【図２】（A）中性子の照射エネルギーに対するセレン同位体
(Se)の中性子放出反応断面積

（B）（n，2n）反応によるセレン同位体(Se)の遷移する
核図表


